
広島県立福山少年自然の家　活動プログラム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　 

１　概要 

　大小形の違うドミノを、方向や高さなど工夫をしながら自由に並べて、文字や造形などをつくり、すべてのド

ミノが倒れるように考えながら取り組む活動です。 

課題設定をすることにより、見通しをもって考えながら挑戦することができます。 

 

２　ねらい 

　（１）自分で考え、活動に進んで取り組むことができる。 

　（２）初めてのことに対しても、進んで挑戦することができる。 

　（３）仲間とコミュニケーションを図ることができる。 

　（４）仲間と力を合わせて取り組むことができる。 

 

３　準備物 

　　　　　　　　　　　　　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ドミノ

  
人数 最大 160 人程度

指導形態 導入指導あり

 目安時間 ２～３時間

 
対象 幼児以上

活動場所 体育館、大研修室など

 天候 雨天可能

 班編制 １グループ４～６人が適当 実施時期 通年

 

 

□活動しやすい服装 

□水筒（必要に応じて） 

□タオル（必要に応じて）

団体が準備するもの　　　　　
 

 

□ドミノ

施設が貸し出すもの　　　　　

 

 

□ペットボトル飲料（麦茶、水、スポーツドリンク） 
（活動時の使用物品は購入不要です。）

申込時に注文購入できるもの　　　　　



４　役割分担（団体引率者） 

　○団体担当者･･･全体の総括・指揮、担当指導員との連携、使用物品の確認、安全確認、児童生徒の体調管理 

 

５　主な活動内容　　②の説明は担当指導員が行います。 

　①活動場所に集合し、グループの人数や健康状態を確認する。 

　②安全上の注意、活動手順（作り方等）、片付け・点検の説明を聞く。 

③まずは１人で活動し、ドミノの大きさや重さを確認する（チャレンジ７）。 

　④つくる作品の課題（テーマ）をグループで決める。 

※ここからはグループまたは全体で活動する（グループまたは全体で作品をつくる）。 

　⑤どんなものをつくるかを話し合い、構想図をかく。 

　⑥メイン活動 

　⑦作品完成後、お互いの作品を見合う。 

　⑧グループまたは全体で作品について発表する。 

　⑨ドミノを倒す。 

⑩ドミノを片付け、返却する。 

　⑪グループごとに振り返りをする。 

 

 

※時間にゆとりのある活動計画を立ててください。 

※ドミノの取り扱いには十分注意してください（投げる、踏みつける等はしないでください）。 

※ドミノは倒れやすいので、移動には十分注意して活動してください。


